
元
和
年
間
に
お
け
る
劉
再
錫
の
楽
府
へ

ー
白
居
易
「
新
楽
府
」
と
の
比
較
を
中
心
に
i

の
意
識

) 11 

イ6ζ
Jじハ

緒
一
吉

拙
論
は
劉
馬
錫
(
七
七
二
(
)
八
四
二
)
の

に
つ
い
て

と
り
わ
け
劉
の
最
初
の

選
で
あ
る
朗
州
左
遷
時
(
八

O
六
;
八

月

と

一
度
目
の
左
遷
で
あ
る
連
州か
を
闘
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

選
時

(
八
一
五
三
月
;
八

九
)
を
含
む
元
和
年
間
(
八

O
六

j
八

O
)
に
お
け
る
楽
府
へ
の

言哉

が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ

劉
市
内
錫
の
楽
府
に
つ
い
て
は
、

日
本
で
は
斎
藤
茂
氏
の
論
考
が
あ
り
、

劉
の
楽
府
を

風
に
取
材
し
た
作
品
が
比
較
的
多
く
見
ら

れ
る
こ
と

と

「
流
落
し
た
楽
人
、

妓
女
を

題
と
し
た
作
品
を
残
し
て
'
い
る

と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
考
察
し
、

そ
れ
ら
の
楽

府
が
京
師
よ
り
離
れ
た
不
遇
か
ら
地
方
へ
と
目
を
向
け
る
こ
と
に
よ
る
新
し
い
文

2

確
か
に
劉
馬
錫
が
楽
府
に
よ
っ
て
地
方
の
風
土
や
風
俗
、
出
来

味
、
す
な
わ
ち
劉
馬
錫
が
楽
府
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

を
作
り
出
そ
う
と
す
る
姿
勢
を
表
す
も
の
と
い
う

を
詠
じ
る
点
は
見
ら
れ
る
が
、

そ
の
対
象
を
楽
府
に
よ
っ
て
詠

拙
論
で
は
劉
百
円
錫
が
楽
府
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

識
を
持
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
ま
だ
鮮
明
に
さ
れ
て
い
な
い
。

識
を
持
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
白
居
日
現
(
七
七
二

j
八
四
六
)
と
の
比
較
に

ず
る

よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
。

一
冗
和
年
間
に
お
い
て
劉
亜
門
錫
が
積
極
的
に
楽
府
を
詠
じ
た
の
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
京
師
に
身
を

、、‘.1ν 

て
い
た
白
居
易
も
こ
の
頃

「
新
楽
府
」

に
代
表
さ
れ
る
誠
諭

を
積
棟
約
に
制
作
し
始
め
る
。

や
が
て
江
州
左
遷
を
期
に
詩
作
の
主
眼

は
関
適
詩
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
。

こ
の
よ
う
な
詩
作
活
動
の
場
を
異
に
し
た
両
者
の
楽
府
に
対
す
る
意
識
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
五
和
年
間
に
お
け
る
劉
高
錫
の
楽
府
へ
の
意
識
(
荒
川
)

頁
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劉
の
詩
作
意
識
が
一

一
層
鮮
明
に
表
れ
る
。

な
お
劉
百
円
錫
の
テ
キ
ス
ト
は
下
孝
古
田
一
校
訂
『
劉
福
岡
錫
集
』

(
中
華
書
局
、

一
九
九

O
年
)
を
使
用
し
、

編
年
は
陶
敏
・
陶
紅
雨
校
注

『
劉
再
錫
全
集
編
年
校
注
』
(
岳
麓
書
社
、

二
O
O
一
二
年
。

以
後
『
校
注
』
と
略
称
す
る
)

を
参
照
し
た
。

ま
た
白
居
易
の
テ
キ
ス
ト

は
朱
金
城
『
白
居
易
集
築
校
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
八
年
)
を
使
用
し
、
一
編
年
は
朱
金
城
『
白
居
易
年
譜
』
(
上
海
古
籍
出
版

ネ土

一
九
八
二
年
)
を
参
照
し
た
。

こ
の
他
適

諸
木
を
参
照
し
た
。

第
一
一
節

劉
高
錫
の
楽
府

第

一
節
で
は
①
、
氷
貞
の
改
革
前
後
(
八

O
五
)
、
②
朗
州
左
遷
時

(八

O
六
年

1
八

五
正
月
)
、
③
京
師
召
還
時

(八

一
五
二
月
)

④
連
州
左
遷
時

を
確
認
し
て
ゆ
く
。 (
八
一
五
三
月
j
八
一
九
)

と
四
つ
の
時
期
に
分
け
て
、

冗
和
年
間
に
お
け
る
劉
馬
錫
の
楽
府
を
概
観
し
、

そ
の
特
徴

①
永
貞
の
改
革
前
後

貞
元
九
年
(
七
九
一
ニ
)
に
進
土
に
及
第
し
た
劉
百
円
錫
は
幾
つ
か
の
役
職
を
経
た
の
ち
に
時
の
皇
太
子
李
前
(
順
宗
)

の
側
近
で
あ
っ
た

イ:1“
''-1コ

、、_/

に
参
与
す
る
。

順
ウ
ボ
が
即
位
し
た
、
氷
山
県
元
年
(
八

O
五
)
よ
り
行
わ
れ
た
政
治
改
革

し
か
し
保
守
派
か
ら
の
反
発
を
被
り
、
病
弱
で
あ
っ
た
順
宗
が
帝
位
を
譲
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
改
革
は
頓
挫
す
る
。

(
永
貞
の
改

玉
叔
文
・
王
任
を
中
心
と
す
る
改
革
派
に
携
わ
り
、

こ
う
し
て
、
氷
貞
の
改
革
の
中
心
に
い
た
王
叔
文
・
王
任
に
取
り
巻
い
て
い
た
劉
百
円
錫
は
朗
州
司
馬
(
閑
職
)
へ
と
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。



劉
馬
錫
が
司
馬
に
出
仕
す
る
以
前
で
あ
る
、
氷
貞
の
改
革
前
後
の
楽
府
に
つ
い
て
、

劉
の
最
初
期
の
楽
府
で
あ
る

「
准
陰
行
五
首
」

(巻

二
十
六
)
に
は
引

(
序
と
同
義
)
が
付
さ
れ
て
お
り

次
の
よ
う
に
一記
さ
れ
て
い
る
D

古
有
長
干
行
、

言
三
江
之
事
悉
失
。
余
掌
回
一
阻
風
准
陰
、

作
准
陰
行
以
神
楽
府
。

(
古
に
長
干
行
有
り
、

三
江
ι
の
事
を
壬
一
口
う
こ
と
悉
た
り
。
余
嘗
て
風
に
准
陰
に
阻
ま
れ
、

准
陰
行
を
作
り
以
て
楽
府
に
神
わ

ん
。
)

当
該
詩
は
劉
が
准
陰
の
地
を
訪
れ
て
そ
こ
で

「
長
千
行
」

を
連
想
し
詠
じ
た
連
作
詩
で
あ
る
。

「
長
干
行
」

と
は
古
楽
府
題
の
一

イコ

で
あ
り
、

金
陵
東
部
の
長
干
ょ
の
地
に
流
れ
る
川
に
舟
渡
り
す
る
あ
る
女
性
の
回
線
で
詠
じ
ら
れ
た
楽
府
で
あ
る
.
2

『
校
注
』
に
従
え

ば
当
該
詩
は
貞
元
十
八
年
か
そ
れ
以
前
に
詠
じ
ら
れ
た
詩
で
あ
り
、

こ
こ
か
ら
劉
に
左
遷
以
前
と
な
る
貞
元
年
間
か
ら
風
土
や
風
俗
を

楽
府
に
よ
っ
て
詠
じ
よ
う
と
す
る
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

引
の

「
作
准
陰
行
以
禅
楽
府
」

と
い
う
箇
所
に
注
目
す
る
と
、

当
時
の
劉
百
円
錫
の
楽
府
に
対
す
る
意
識
が
垣
間
見
え
る
。
楽
府
の
機

能
は
『
詩
経
』

の
理
念
を
基
底
に
采
詩
の

官
が
地
方
の
歌
を
採
録
し
て
中
央
に
献
上
し
、

帝
が
そ
こ
か
ら
風
土
・
風
俗
を
知
り
政
治
を

是
正
す
る
こ
と
に
あ
る
よ
o

こ
の
点
に
鑑
み
れ
ば
、

劉

が

「
作
准
陰
行
以
神
楽
府
」
と
述
べ
る
の
は
、
良
き
政
治
の
た
め
に
楽
府
を
中

央
へ
献
上
す
る
た
め
だ
と
わ
か
る
口

こ
の
時
期
の
楽
府
に
つ
い
て
も
う

つ、

調
諭
の
意
を
込
め
た
寓

詩
に
つ
い
て
考
察
す
る
口
先
行
研
究
で
は
朗
州
左
遷
時
の
詩
の

特
徴
と
し
て
古
体
詩
・
楽
府
中
の
寓
言
表
現
に
着
目
す
る
も
の
が
あ
る
よ
o

例
え
ば

「
衆
蚊
謡
」

(
巻
二
十
二

は
自
身
の
政
敵
を
蚊
に

擬
え
た
詩
で
あ
り

「
有
瀬
吟
」

(
巻
二
十
こ
で
は
『
礼
記
』
に
-
記
さ
れ
る
瀬
が
魚
を
並
べ
て
天
に
肥
る
行
い
を
す
る
中
で
、
瀬
自
身

が
人
に
捕
ら
え
ら
れ
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
寓
言
か
ら
中
央
の
礼
を
尊
ば
な
い
様
子
を
菰
刺
し
た
D

こ
の
よ
う
な
社
会
批
判
の

意
識
を
寓
言
表
現
を
通
し
て
菰
諭
す
る
点
か
ら
、

朗
州
左
遷
と
い
う
不
遇
の
中
で
も
不
屈
の
政
治
意
識
を
抱
き
続
け
た
劉
の
強
い
精
神

一見
和
年
間
に
お
け
る
劉
高
錫
の
楽
府

へ
の
意
識
(
荒
川

頁
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性
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

赤
井
益
久
氏
は
朗
州
左
遷
時
の
創
作
の
特
徴
を
詩
・
文
・
賦
の

に
つ
い
て
「
永
貞
期
の
政
治
的
札
際
を
寓
一
一
一
一
口
詩
に
詠
ん
だ
「
緊
蚊
謡
」

を
挙
げ
る
3
0

下
孝
萱
『
劉
再
錫
年
譜
』
(
中

ご
二
つ
の
柱
か
ら
な
る
」

と
し
、

詩
の
特
徴
の

つ
で
あ
る
寓

キ
寸

-
-
4
4
門
H

巻

「
秋
蛍
引
」

以
下
向

上

「
百
舌
吟
」

「
氏
日
鏡
詞
」

「養

詩
」
な
ど
」

局、

一
九
六
三
年
)
で
は
い
ず
れ
の
寓
言
詩
も
朗
州
左
遷
時
に

一
時
期
政
局
及
百
円
錫
心

を

「
反
映
了

イ立

付
け
ら
れ
て
い
る
、
が
、

『
校
注
』
は

「
百
舌
吟
」
・

緊
蚊
謡
」
・

飛
鳶
操
」
・
「
秩
蛍
引
」

情
的
急
逮
変
化
ょ
」

と
い
い
永
貞
元
年
の
詩
作
、
す
な
わ
ち
①
の
時
期
と
す
る
。

た
だ
し
当
四

以
外
の
寓

詩
、
す
な
わ
ち

養
驚

詞
」
・
「
昏
鏡
詞
」

ま
た

「
有
瀬
吟
」

を
未
編
年
と
し
、

未
一
編
年
と
す
る
根
拠
は
明
確
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
D

寓
ニ
一
一
口
詩
は
朗
州
左
遷
を
受
け
た
際
に
詠
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

確
か
に
こ
れ
ら
識
論
の

を
込
め
た
寓

土
寸
ゃ
、
A
H
刀
川
川

ユ
ヨ
口
、
明
川
げ

f

ドト
'
p
p
'
l
A
/

馬
と
い
う
政
治
的
不
遇
を
被
っ
て
い
た
劉
高
錫
に
可
能
で
あ
っ
た
と
は
想
定
し
に
く
い
。

な
ぜ
な
ら
劉
が

和
十
年
(
八
一
五
)

朗

什|

遷
か
ら
召
還
さ
れ
た
際
に

「
一
万
和
十
年
自
郎
州

京
戯
贈
看
花
諸
君
」

(
巻
二
十
四
)
を
詠
じ
た
こ
と
が
、

そ
こ
に
調
刺
の
意
が
込

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
口
実
に
連
州
へ
と
再
び

遷
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た

εo

こ
の
こ
と
は
『
詩
経
』
大
序
に

下
は
風
を
以
て
上以
を風
刺化
る下

下

以
風
刺
上
、

文
而
議
謀
、
言
之
者
無
罪
、

関
之
者
足
以
戒
、

故
日
風
(
上
は
風
を
以
て
下
を
化
し
、

)(_ 

を

り
て
議
諌
す
る
に
、

之
を

う
者
罪
無
く
、

之
を
開
く
者
以
て
戒
む
る
に
足
る
、

故
に
風
と
白
う
)

と
あ
る
よ
う
な
、

の
者

が
上
に
対
し
て
詩
に
よ
っ
て
調
刺
す
る
こ
と
に
罪
は
無
い
と
い
う
経
義
が
元
和
年
間
に
お
い
て
は
建
前
と
化
し
て
い
た
こ
と
を
傍
証
す

表
現
に
よ
り
相
手
を
刺
る
群
を
朗
州
左
遷
時
に
詠
じ
る
こ
と
は
、
永
貞
の
改
革
の
罪
を
受
け
て
か
ろ
う
じ
て
司
馬
と
し
て

る
。
寓

身
を
保
っ
て
い
る
劉
高
錫
に
と
っ
て
危
険
極
ま
り
な
い
。

調
刺
に
よ
る
左
遷
と
い
う

例
を
白
居
易
を
例
に
挙
げ
る
二
一
口
元
和
十
年

)¥. 

五
)
六
月
に
宰
相
武

衡
が
暗
殺
さ
れ
た
な
か
で

当
時
賛
善
大
夫
で
あ
っ
た
自
居
易
は
暗
殺
に
対
す
る
糾
明
を
上
奏
す
る
も
の
の
、

そ
の
行
為
を
矢
口
め
ら
れ
て
江
州
へ
の

選
の
契
機
と



な
っ
た
。

白
居
日
勿
が
被
っ
た
非
難
に
つ
い
て
は

「
与
楊
虞
卿
書
」

(
巻
四
十
四
)
に
次
の
よ
う
に
一
記
さ
れ
て
い
る
。

其
不
与
者
或
認
以
偽
一
一一一回、

或
構
以
非
語
。

且
浩
浩
者
不
酌
時
事
大
小
与
僕
言
当
否
。
比
白
日
、

丞
郎
・
給
舎
・
諌
官
・
御
史
尚
未
論

請
。
而
賛
善
大
夫
何
反
憂
国
之
甚
也
。

(
其
れ
与
せ
ざ
る
者
或
い
は
詑
う
る
に
偽

を
以
て
し
、

或
い
は
構
う
る
に
非
語
を
以
て
す
。

且
つ
浩
浩
た
る
者
時
事
大
小
と
僕

の
ニ
一
一
口
の
当
否
を
酌
ら
ず
。
皆
な
臼
く
、

丞
郎
・
給
金
口
・
諌
{
自
・
御
史
尚
お
未
だ
論
詰
せ
ず
。

而
る
に
賛
善
大
夫
の
何
ぞ
反
て
憂
国

の
甚
し
き
や
、

と
。
)

賛
善
大
夫
の
役
職
は
元
和
九
年
に
母
の
喪
が
開
け
て
役
職
に
戻
っ
た
際
に
与
え
ら
れ
た
関
職
で
あ
る
。

自
の
上
奏
は
未
分
不
相
応
の

越
権
行
為
と
し
て
、

偽

や

「
ト
仁

I
E
コ一

一
斗
デ
P
一一則
」

を
も
っ
て
矢
口
め
ら
れ
た
。

如
上
の
元
和
年
間
の
政
治
状
況
に
鑑
み
る
と

司
馬
に
身
を
置
く
劉
再
錫
が
中
央
に
対
し
て
直
接
的
に
調
諭
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。

た
だ
し
『
校
注
』
に
よ
っ
て
未
編
年
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
寓
言
詩
も
ま
た
、
永
貞
の
改
革
時
に
位
置
す
る

「
百
舌
吟
」
・
「
取
水
蚊
謡
」
・

「
飛
鳶
操
」
・

「秋
蛍
引
」

る
表
現
と
類
似
す
る
.
一
川
口

同
様
に
、

当
世
の
政
治
と
対
立
す
る
意
識
、

お
よ
び
自
己
の
政
治
意
識
を
儒
教
経
典
を
典
故
と
し
て
主
張
す

こ
の
よ
う
な
表
現
の
特
徴
か
ら
、

未
編
年
と
さ
れ
る
寓
言
詩
も
ま
た
①
の
時
期
の
特
徴
に
含
む
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

②
朗
州
左
遷
時
三

引
(
巻
二
十
六
)
を
例
に
見
て
ゆ
く
。

次
に
劉
属
錫
の
最
初
の
左
遷
と
な
っ
た
朗
州
左
遷
時
の
楽
府
に
つ
い
て
、
劉
再
錫
が
地
方
の
風
土
・
風
俗
を
詠
じ
る

ま
ず
引
と
全

一
一
O
句
中
の
第
一
句
か
ら
六
句
を
挙
げ
る

「
采
菱
行
」
井

一冗
和
年
間
に
お
け
る
劉
再
錫
の
楽
府
へ
の
意
識
(
荒
川
)

五
頁
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頁

武
陵
俗
尚
早
支
菱
。
歳
秋
失
、
有
女
郎
盛
遊
於
白
馬
湖
。
薄

者。

采
之
、
帰
以
御
客
。

有
采
菱
曲
、

伝
其
詞
。
故
賦
之
以
侠
采
詩

(
武
陵
の
俗
支
菱
を
曙
む
。
歳
秋
に
し
て
、
女
郎
の
盛
ん
に
白
馬
湖
に
遊
ぶ
有
り
。
薄
か
一
一
一
一
口
に
之
を
采
り
、
帰
り
て
以
て
客
に
御

す
。
古
に
采
菱
曲
有
る
も
、
其
の
詞
を
伝
う
る
こ
と
空
な
り
。
故
に
之
を
賦
し
て
以
て
采
詩
の
者
を
侠
つ
。
)

と
い
う
朗
州
の
風
俗
を
具
に
描
き
出
し
て
い
る
。

之
以
俊
一
米
詩
者
」
と
采
詩
の
官
が
当
該
詩
を
採
録
す
る
こ
と
を
望
む
と
い
う
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
劉
百
円
錫
が
楽
府
を
詠
じ
る
際
に
、
コ
俣

，ー寸

L.，_j 

自
馬
湖
平
秋
日
光

紫
菱
如
錦
綜
鴛
開
閉

塗
舟
遊
女
満
中
央

一
米
菱
不
願
馬
上
郎

争
多
逐
勝
紛
相
向

時
転
蘭
榛
破
軽
浪

白
馬
湖
平
ら
か
に
し
て

秋
日
光
く

紫
菱
は
錦
の
如
く
綜
鴛
苅
る

塗
舟
の
遊
女
中
央
に
満
ち

菱
を
采
り
て
馬
上
の
郎
を
顧
み
ず

多
き
を
争
い

勝
ち
を
逐
い
て
紛
と
し
て
相
向
い

時
に
蘭
榛
を
転
じ
て
軽
浪
を
破
る

当
該
詩
は
第
一
句
か
ら
十
六
句
目
ま
で
右
の
よ
う
な
「
采
菱
」

の
典
拠
で
あ
る
『
尚

ま
た
引
に
は

日武

』
を
拠
り
所
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
『

経
』
大
序
お
よ
び

「一一付

京一」

』
に
は
采

の
官
の
存
在
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

注

ω

前
掲
の
『
漢

の
引

』
芸
文
士
山
ヱ
ハ
芸
略
」

々
C

ム/

用
で
示
し
た

』
巻
三
十
芸
文
志
・
詩
賦
略
に
、

自
孝
武
立
楽
府
而
采
歌
謡
、
於
是
有
代
・
越
之
稿
、
秦
・
楚
之
風
、
皆
感
於
哀
・
楽
、

門
川
H

位
田
了

ん
十
〈
吋

?hr

工ミ。

者
所
以
観
風
俗
」
、

お
よ
び
『
漢

縁
事
而
発
、

亦
可
以
観
風
俗
、



(
孝
武
楽
府
を

て
て
歌

を
采
り
て
よ
り
、

に
於
い
て
代
・
越
の
謡
、

秦
・
楚
の
風
有
り
、

皆
哀
・
楽
に
感
じ
、

事
に
縁
り

て
発
し
、

亦
た
以
て
風
俗
を
観
、
薄
厚
を
知
る
べ
し
と
云
う
。
)

と
『
詩
経
』
大
序
で
示
さ
れ
て
い
な
い
歌
に
よ
り
地
域
そ
の
も
の
の
様
子
を
知
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

及
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
楽
府
は

「
皆
感
於
哀
・
楽
、

縁

而
発

と
内
面
の
作
用
に
拠
り
詠
じ
ら
れ
る
。

当
該
詩
の
第
十
七
か
ら

一
十
句
自
に
、

屈
平
利
下
況
江
水

屈
平
の
柄
下
況
江
の
水

月
照
寒
波
白
煙
起

月
は
寒
波
を
照
ら
し
白
煙
起
こ
る

由
南

此

地
問

一
曲
南

此
の
地
に
聞
け
ば

長
安
北
望
三
千

長

安

北

望

不
遇
を
被
る
中
、

と

劉

は

自

ら

の

政

治

的

不

遇

に

よ

る

悲

哀

を

屈

原

に

比

し

て

は

中

央

政

治

と

の

対

立

の

中

で

左

遷

の

』
上
の
屈
原
的
悲
哀
三
と
楽
府
の
義
と
が
融
合
し
た
都
市
内
錫
の
心
意
が
如
実
に
表
れ
た
楽
府
と
言
え
よ
う
。

「
哀
」
・
「
楽
」
と
い
う
内
面
の
作
用
に
よ
っ
て
詠
じ
ら
れ

現
し
て
い
る
口

ご
米
英
ん
九
六
付
」

=司

漢

汚

漢

&お羽

文
志
に
お
い
て
楽
府
は
風
俗
を
知
る
と
い
う
側
面
を
持
ち
、

る
。
劉
再
錫
が
そ
の
作
用
に
よ
っ
て
朗
州
で
の
出
来

を
詠
じ
て
い
る
こ
と
は

「
泰
娘
歌
」
井
引
(
巻

七
)
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
こ
で
は
そ
の
引
を
見
て
ゆ
く
。

泰
娘
本
章
尚

，...，._，. 
τyτ 
匁1

誕
者
。

初
尚

為
昭
一
〈
郡
得
之
、

命
楽
工

之
琵
琶
、

使

居
一

市
泰
娘
名
字
、
往
往
見
称
於
貴
遊
之
問
。

歌
且
舞
。

無
幾
何
、

尽
得
其
術
。

二
歳
、
携

之
以
帰
京
師
。
京
師
多
新
声

工、

於

以
新
芦
度
曲
、

元
和
初
、
尚

薬
於
東
京
、

泰
娘
出
居
民
間
。

又
捕
者
一
故
技
、

為
薪
州
刺
史
張
怒
所
得
。
其
後
怒
坐
事
、
誠
居
武
陵
郡
。
怒
卒
、
泰
娘
無
所
帰
、

者
。
故
日
抱
楽
器
市
央
、
主
〈
音
燥
殺
以
悲
。
錐
客
間
之
、
為
歌
其
事
以
足
子
楽
府
一
去
。

久
之
、

地

旦
遠
、

無
有
能
知
其
容
与

(
泰
娘
は
本
よ
り

尚
喜
の
家
に
講
を
主
る
者
な
り
。
初
め
尚

呉
郡
と
為
る
に
之
を
得
、
楽
工
に
命
じ
て
之
に
琵
琶
を
謡
え
し

元
和
年
間
に
お
け
る
劉
高
錫
の
楽
府
へ
の
意
識
(
荒
川
)

七
頁
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八
頁

め

之
を
し
て
歌
い
且
つ
舞
わ
し
む
D

幾
何
も
無
く
し
て
、

尽
く
其
の
術
を
得
。

居
る
こ
と
一
二
歳
、

之
を
携
え
て
以
て
京
師
に

往
に
し
て
貴
遊
の
間
に
称
せ
ら
る
。

元
和
初
、

尚
喜
東
京
に
薬
じ
、

是
に
於
い
て
又
故
技
を
措
て
去
り
、
新
声
度
曲
を
以
て
し
て
、
泰
娘
の
名
字
、
往

泰
娘
出
で
て
民
間
に
居
る
。
之
を
久
し
く
し
て
、
薪
州
刺
史

帰
る
。
京
師
新
声
の
善
く
工
な
る
も
の
多
く
、

張
慈
の
得
る
所
と
為
る
。

其
の
後
怒
事
に
坐
し
、

武
陵
郡
に
諦
居
す
。
怒
卒
し
、

泰
娘
帰
る
所
無
く
、

山
山
4
i
J
 

れ
て
且
つ
遠
く
、

沼E

く
其
の
容
と
芸
を
知
る
者
有
る
無
し
。

故
に
日
び
に
楽
器
を
抱
き
て
突
し
、

其
の
音
燥
殺
と
し
て
以
て
悲
し
。

雑
客
之
を
聞
き
、

為
に
其
の
事
を
歌
い
て
以
て
楽
府
に
足
さ
ん
、

云
く
D

)

」

当
序
文
で
は
泰
娘
が
父
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
章
尚
書
・
張
怒
を
と
も
に
亡
く
し
て
異
郷
の
地
で
あ
る
武
陵
(
朗
州
)

で
行
く
当

て
を
無
く
し
た
と
い
う
悲
劇
を
「
錐
客
」

(
劉
市
内
錫
)
が
楽
府
と
し
て
詠
じ
た
旨
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。

の
出
来

斗
ふ
羽
山
戸
川
H

こ
い
同
斗
j
k
u

y
ι
y
Jト
仁
し

F
lけ
/

》

t
u

‘-
w

ベ

》

L
V

、〆

ヱ
及
」

に
他
な
ら
な
い
。
都
市
内
錫
は
こ
の
出
来
事
に
つ
い
て

「
為
歌
其

以
足
子
楽
府
云
」
、

す
な
わ
ち
そ
の

ご
及
」

に
よ
っ
て
楽
府

こ
の
点
に
鑑
み
れ
ば
、
朗
州
左
遷
時
に
お
い
て
劉
百
円
錫
は
『
漢
書
』
芸
文
志
を
拠
り
所
と
し

た
楽
府
を
詩
作
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
緒
言
で
引
用
し
た
斎
藤
氏
が
挙
げ
る
劉
再
錫
の
楽
府
の
特
徴
と
す
る

こ

つ
の
側

を
詠
じ
て
中
央
に
献
上
し
よ
う
と
い
う
。

面
と
は
、

朗
州
左
遷
時
に
お
い
て
は
『
漢
書
』
芸
文
志
に
由
来
す
る
楽
府
の
側
面
と
し
て
一

つ
に
収
飲
さ
れ
る
二
百

③
京
師
戸
口
還
時
。
-
P

元
和
十
年
(
八
一
五
)
正
月
に
恩
赦
を
受
け
て
、

劉
百
円
錫
を
含
め
た
司
馬
へ
左
遷
さ
れ
た
八
人

(
八
司
馬
)
、
ノ
『
川
J

、

刀
U

，門

vs

当
時
存
命
で
あ
っ

た
者
は
長
安
へ
召
還
さ
れ
た
D

た
だ
し
そ
こ
に
滞
在
で
き
た
の
は
わ
ず
か
一

ヶ
月
た
ら
ず
で
、

彼
ら
は
再
び
地
方
刺
史
と
し
て
左
遷
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。



注
一
ω
前
掲
前
楠
で
も
述
べ
た
通
り
、
『
校
注
』
に
従
え
ば
こ
の
時
期
楽
府
は
一
切
詠
じ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
詠
じ
ら
れ
た
全
五
首

が
近
体
詩
で
あ
る
二
百
楽
府
は
地
方
の
風
土
や
風
俗
、

て

に
取
ら
れ
る
よ
う
な
歌
を
詠
ず
る
必
要
は
無
く
な
る
。
出
来
事
を
詠
じ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
り
、

さ
ら
に
政
治
的
立
場
上
、

自
ら
が
中
央
に
い
る
以
上
采
詩
の
官

十
年
前
の
、
水
貞
の
改

前

後

に

詠

じ

た

「
百
舌

で
き
ず
、
結
果
と
し
て
楽
府
と
い
う

と
い
っ
た
政
治
性
を
あ
ら
わ
に
表
現
し
た
寓

形
を
用
い
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

表
現
を
用
い
た
楽
府
も
詠
じ
る
こ
と
は

吟
」
・
「
緊
蚊
謡
」
・
「
飛
鳶
操
」
・
「
秋
蛍
引
」

④
連
州
左
遷
時

元
和
年
間
末
期
に
あ
た
る
連
州
左
遷
時
の
楽
府
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
。
朗
州

録
を
待
つ
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
「
挿
白
歌
」
を
挙
げ
る
。
ま
ず
引
お
よ
び
第
一
句
;
八
匂
を

最
後
に
、

ご
米
菱
行
」

同
様
に
、

引
で
采
詩
の
官
の
採

げ
る
D

[引〕
連
州
城
下
街
接
村
嘘
。

偶
登
郡
楼
、

其

為

僅

歌

、

偶
た
ま
郡
楼
に
登
れ
ば
、
適
に
感
ず
る
所
有
り
。
遂
に
其
の
事
を

適
有
所
感
。
遂

以
侠
采
詩
者
。

(
連
州
城
下
村
境
に
術
接
す
。

の
者
を
侯
つ
。
)

し
偲
歌
を
為
り
、

以
て
采

[
本
文
]

同
頭
花

斉

同

頭

花

草

斉

し

く

燕
子
東
西
飛

燕
子

東
西
に
飛
ぶ

回
路
望
如
線

回
路

め
ば
線
の
如
し
、

白
水
光
参
差

白
水
光
参
差
た
り

冗
和
年
間
に
お
け
る
劉
再
錫
の
楽
府
へ
の
意
識
(
荒
川
)

九
頁
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農
婦
白
狩
裾

農
父
緑
裳
衣

斉
唱
田
中
歌

喫
停
如
竹
校

二

O
一
八

農
婦
自
給
の
褐

曲
辰
父
緑
築
の
衣

斉
唱
す
田
中
の
歌

喫
脇
げ
す
る
こ
と
竹
枝
の
如
し

。
頁

「
侠
一
米
詩
者
」
と
序
に
記
し
て
い
る
。
当
該
詩
は
全
三
十
二
句
中
、
初
句
か

ら
十
六
句
ま
で
は
こ
の
土
地
お
よ
び
そ
こ
に
住
む
人
々
の
様
子
を
押
し
並
べ
て
一
一
諒
じ
て
い
る
が
、
十
七
句
以
降
こ
の
村
出
身
の

吏
」
三
官

、が
村
人
た
ち
の
前
に
現
れ
、

朗
州
左
遷
時
同
様
に

路
本
一
点
誰
家
郎

烏
帽
杉
袖
長

自
言
上
計
吏

年
初
離
帝
郷

田
夫
詰
計
吏

君
家
僕
定
諾

一
来
長
安
道

限
大
不
相
参

計
市
〈
笑
致
辞

長
安
真
大
処

地
域
の
様
子
を
楽
府
に
し
て
、

路
立
方
誰
が
家
の
郎
ぞ
そ
こ
に
焦
点
が
絞
ら
れ
る
。

白馬

帽

杉

袖

長

し

白
出
h
h
J

う
上
計
の
吏

年
初
め
に
し
て
帝
郷
を
離
る
、

田

夫

計

吏

に

話

す

君
が
家
僕
定
め
て
諾
ん
ず

一
た
び
長
安
の
道
よ
り
来
た
り

眼
大
な
る
に
相
参
ぜ
ず
、

レし

計
吏
笑
い
て
辞
を
致
す

長

安

真

に

大

な

る

処

と

「
上
計



省
内
高
朝
峨

健
入
無
度
数

昨
来
補
衛
土

唯
用
筒
竹
布

君
看
二
三
年

我
作
宮
人
去

省

門

高

き

こ

と

刺

峨

た

り

銭
入
る
こ
と
数
を
度
る
無
し

昨

来

衛

士

に

補

さ

る

る

に

唯
だ
筒
竹
布
を
用
う

君

よ
二
一
二

我

人
と
作
り
て
去
ら
ん

「
上
計
吏
」

は
人
々
に
対
し
て
自
身
が

に
か
け
て
今
は
低
い

場
に
い
る
が

師
長
安
へ
訪
れ
た
こ
と
を

こ
の
村
の
出
身
で
あ
る

v
」

斗
p
h

う
。
当
該

「
上
計
吏
」
が

っ
た
土
地
の
下
情
の
こ
と
で
は
な
く
自
身
の

ま
れ

必
ず
官
人
な
っ
て
こ
の
土
地
を
去
ろ
う
と

こ
と
ば
か
り
顧
み
て
い
る
と
い
う

に
調
仏
間
の

こ
の
よ
う
な
楽
府
の
調
論
表
現
は
先
に
確
認
し
た
寓

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

に
よ

る
楓
諭
と
は
異
な
り
か
つ
明
州
左
遷
時
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。

「
沓
潮
歌
」

井
引
(

こ
こ
で
は
引
お
よ
び
全
十
八
句

十
七
)
に
は
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

中
の
第
一
旬

j
八
句
、

別
の
楽
府
を
確
認
す
れ
ば
、

お
よ
び
第
十
五
句

j
十
八
句
を
挙
げ
る
。

〔引〕
和
十
年

μ川
川

南
越

(
元
和
十

五
月
、
終
風

一
ニ
歳
一
有
之
。
余
為
連
州
、
客
或
為
予

国
歌
之
、

、
南
海
羨
溢
、
南
人
一
戸
、

沓
潮
也
D

其
状
、

五
月

終
風
議
に

た
び
之
れ
有
り
、

と
。
余
連

し
、
南
海

泌
す
、
南
人
一
広
う
、

率
ね
三
歳
に

沓
潮
な
り
、

が
為
に
其
の
状
を

悶
り
て
之
を
歌
い
、
南
越
志
に
附
さ
ん
D

)

州
為
り
、
客
或
ひ
と

つ

一
光
和
年
間
に
お
け
る
割
高
錫
の
楽
府
へ
の
意
識
(
荒
川

頁
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詩屯
門
積
日
無
湿
姻

治
波
不
帰
成
沓
潮

一
議
如
鞭
石
吃
旦
権

亘
空
欲
駕
一
謡
竃
橋

驚
端
鐙
縮
惇
市
騒

大
陵
高
岸
失
山
召
出
尭

四
辺
無
阻
音
響
調

i弓

負

フじ
1=・
メL

撤
重
呑

翌
日
風
回
珍
気
消

帰
滞
納
納
景
昭
昭

鳥
泥
白
沙
復
満
海

海
色
不
動
如
青
務

O 

)¥. 

頁

屯
門
積
日
迎
錦
無
く

治
波
帰
ら
ず
し
て
沓
潮
を
成
す

轟
く
こ
と
鞭
石
の
吃
と
し
て
且
つ
播
る
る
が
如
し

空
に
亘
り
一
電
電
橋
に
駕
せ
ん
と
欲
す

驚
消
磨
縮

停
に
し
て
騎

大
陵
高
山
岸

山
召
山
莞
を
失
う

四
辺
音
響
の
調
を
阻
つ
る
無
く

元
気
を
背
負
し
て
重
零
に
撤
が
る

翌
日
風
回
り
診
気
消
え

帰
濡
納
納
と
し
て
景
昭
昭
た
り

鳥
泥
白
沙
復
た
海
に
満
ち

海
色
の
動
か
、
さ
る
こ
と
青
落
の
如
し

当
該
詩
も
ま
た
連
州
で
の
出
来
事
を
楽
府
に
し
て
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
沓
湖
と
は
風
力
に
拠
ら
ず
波
、
が
引
き
返
す
前
に
ま
た
波
、
が

押
し
寄
せ
る
現
象
を
い
い
、
詩
中
で
は
そ
の
躍
動
感
が
視
覚
・
聴
覚
を
通
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
表
現
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
は
十
五
句
以
降
の
沓
潮
の
収
ま
っ
た
後
の
色
彩
表
現
を
通
し
た
穏
や
か
な
海
の
様
子
に
よ
っ
て

一
層
引
き
立
つ

。

こ
の
よ
う
な
出
来
事
を
劉
再
錫
は
『
南
越
志
』
に
付
そ
う
と
い
う
。
『
南
越
士
山
』
は
『
惰
書
』
経
籍
志
・
史
部
に

「
南
越
士
山
八
巻
沈



氏撰.一占」

と
あ
る
よ
う
に
史

の
類
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
現
在
で
は

『
文
選
』
本
十
善
注
な
ど
の
引
用
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
の
み
で

現
在
で
は
そ
の

壁
な
状
態
は
確
認
で
き
な
い
が

=司

』
に
撰
者
沈
氏
こ
と
沈
懐
遠
の
伝
に

「
撰
南
越

及
懐
文
文
集
、

並
伝
於

世

南

越

及
び
懐
文
文
集
を
撰
し
、

並
び
に
世
に
伝
う
)

と

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

広
く
知
ら
れ
た

で
あ
る
こ
と
が
分

、‘4

、J
o

h

刀
ブ
乞当
該
詩
に
は
朗
州
左
遷
時
の
楽
府
や

挿
田
歌
」

の
引
に
記
し
て
い
た
よ
う
な
采

の

に
採
録
さ
れ
る
事
を
期
待
す
る
と
い
っ
た

こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
自
ら
の
楽
府
を
史

に
納
め
る
と
い
う
行
為
は
楽
府
の
機
能
と
し
て
は
司
漢

』
に
日
記
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
劉
再
錫
が
楽
府
を
詠
じ
る
際
の
重
点
が
朗
州

選
時
と
は
異
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

第

2
節

白
居
易
の

「
新
楽
府
」

次
に
白

易
の

「
新
楽
府
」

.r-..... 

σ〉

識
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
。

「
新
楽
府
」

は
元
和
四
年
よ
り
制
作
を
始
め

自
身
の

を
四
つ
の

群
に
分
け
た

「
調
諭
」
・
「
間
適
」
・
「
感
傷
」
・
「
律

の
う
ち

「
誠
論
」

後
の
江
川
左
遷
時
に

に
位
置
す
る
全
五
十
首
か
ら
な
る

の

で
あ
る
。

こ
の

「
新
楽
府

を
積
極
的
に
詠
じ
た

識
に
つ
い
て
、
①
「
新
楽
府
」
製
作
時
と
②
江
州

選
時
と
一

分
し
て

考
察
し
て
ゆ
く
。

①
 

新
楽
府
」
製
作
時

冗
和
三
年
(
八

O
八
)
に

り
白
居
易
は
左
拾
遺
に
就
き
、

ブE

和
四

(八

O
九
)

よ
り
そ
の
立
場
か
ら
調
刺
を
目
的
と
す
る

「
新
楽

手
初
年
間
に
お
け
る
劉
再
錫
の
楽
府
へ
の
意
識
(
荒
川
)

頁
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二

O
一
八

一
回
頁

府」

の
制
作
を
始
め
る
さ
D

そ
の
理
念
は
序
文
に

さ
れ
て
い
る
。

序
日
、

凡
九
千

一
百
五
十
二

断
為
五
十

。
篇
無
定
句
、

匂
無
定

D

m

元
向
木
、

話村『刊
/
4
rん

不
繋
於
文
。

首
句
標
其
自

卒
章
顕
其
志
、

詩
三
百
之
義
也
。
・
:
:
・
。
主
〈
事
豪
雨
実
、

使
采
之
者
伝
信
品
。

-・
0

公、
υ

日

久

V

布
石
川

之、

君
、
為
臣
、
為
氏
、

為
物
、
為

前
作
、

不
為
文
而
作
也
口

(
序
に
日
く
、

凡
そ
九
千
二
百
五

、
断
ち
て
五
十

と
為
す
。

に
定
句
無
く
、

其句
。コ lこ
事定

穀t
pミ安If

てし
実。

な
る
は
に
繋
ぎ
文
に
繋
、
げ

ず
。
首
句
に
其
の
自
を
標
し
、
卒

に
其
の
士
山
を
践
す
は
、

5寺

の
義
な
り
。

之
を
采
る

者
を
し
て
信
を
伝
え
し
め
ん
と
す
れ
ば
な
り
。
:
・
:
・
。
総
じ
て
之
を
言
え
ば
、

君
の
為
、

の
為
、

民
の
為
、

物
の
為
、

の
為

に
作
り
て
、

文
の
為
に
作
ら
ざ
る
な
り
。
)

ム
日
居
易
は

「
新
楽
府
」

と
は

「
君
」

臣

民

「
物
」

l_ 

の
為
に
作
る
も
の
で
あ
り

そ
の
詩
群
を
『

経
』
に
比
し

て、

こ
こ
に
詠
じ
ら
れ
た
真
実
が

「
采
之
者
」
す
な
わ
ち
采
詩
の

に
よ
っ
て
広
く
伝
播
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

白
の
采
詩
の
官
に
対
す
る
意
識
は

「
新
楽
府
」

五
十
首
の
最
後
に
位

す
る

「一米

官

(
巻
四
)
に
詳
し
く

さ
れ
て
い
る
。
、ヲF除

、唱曲・

こ
で
は
題
下
注
、

お
よ
び
全
三
十
句
中
第
一
句

1
十
句

十
八
句

1
一
一
一
十
句
を
挙
げ
る
。

〔
題
下
注
〕

監
前
王
乱
亡
之
由
也

(
前
王
の
乱
亡
の
由
を
監
る
な
り
)

「一一寸

一米

!ヨ

一川木一一一付の

采
詩
聴
歌
導
入

詩
を
一
米
り
歌
を
聴
き
て
人

を
導
く
。



自

居

易

は

当

該

詩

で

采

詩

の

官

の

意

義

を

説

い

て

い

る

。

「

二

一

一

中

者

無

罪

問

者

誠

、

は

前

節

で

既

に

述

べ

た

『

詩

経
』
に
示
さ
れ
る
調
刺
の
義
に
拠
る
句
で
あ
る
。
白
は
采
詩
の
官
が
詩
を
採
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
詩
が
帝
と
下
情
と
の
疎
通
を
十
分

に
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
秦
よ
り
一
米
詩
の
官
が
置
か
れ
な
く
な
っ
た
た
め
に
取
る
に
足
ら
な
い
詩
が
ま
か
り
通
っ
て
、
今
に
歪

こ
の
よ
う
な
調
刺
の
意
義
を
重
視
す
る
白
居
易
は

一
口
者
無
罪
問
者
誠

下
流
上
通
上
下
泰

周
滅
秦
興
至
隔
氏

十
代
采
詩
官
不
置

郊
廟
登
歌
賛
君
美

楽
府
艶
詞
悦
君
意

若
求
輿
論
規
刺
-
一一一口

万
句
千
章
無
一
宇

君
A

ワ
君
今
願
聴
此

欲
関
空
蔽
達
人
情

先
向
歌
詩
求
調
刺

る
ま
で
中
央
に

一
口
う
者
罪
無
く
聞
く
者
誠
む

下
に
流
れ
上
に
通
じ
上
下
泰
し

周
滅
び
て
秦
興
り
惰
氏
に
至
る
も

十
代
采
詩
の
官
置
か
ず

郊
廟
の
登
歌
は
君
の
美
を
賛
じ

楽
府
の
艶
詞
は
君
の
意
を
悦
ば
し
む

若
し
輿
論
規
刺
の

一一
一
一
口
を
求
む
れ
ば

万
句
千
章
に
一
字
無
し

君
よ
君
よ
願
わ
く
は
此
を
聴
け

翠
一
蔽
を
開
き
て
人
情
に
達
せ
ん
と
欲
す
れ
ば

先
ず
歌
詩
に
向
い
て
調
刺
を
求
め
よ
。

下
流
上
通
上
下
泰
」

「
先
向
歌
詩
求
調

刺
」
と
い
い

「一米叶討{呂

「
調
議
」
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

お
よ
び

当
該
詩
は

「
新
楽
府
五
十
篇
の
結
論
で

「
新
楽
府
」
全
体
を
結
ぶ
。
高
木
正
一
氏
が
述
べ
る
通
り
、

何
の
た
め
に
玉
十
篇
の
詩
を
作
っ
た
か
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
.
M
M

」。

あ
り
、

「
采
詩
宮
」

「
新
楽
府
」
が
帝
の
耳
に
入
っ
て
、

士、

そ

一
光
和
年
間
に
お
け
る
劉
高
錫
の
楽
府
へ
の
意
識
(
荒
川

一
五
頁
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れ
に
よ
り
再
び

二
O
一
八

「
下
流
上
通
上
下
泰
」

と
い
う
状
態
を
粛
す
こ
と
を
願
う
表
明
で
も
あ
る
D

一
六
頁

詩

な

ぜ

白

居

易

は

楽

府

に

こ

の

よ

う

な

意

識

を

込

め

て

い

た

か

。

「

読

張

籍

古

楽

府

(
巻
一
)
で
確
認
す
る
。
全
四
十
句
中
第
一
句
j
八
句
お
よ
び
第
十
七
句
j
二
十
句
、
第
二
十
五
句

j
一二
十
二
句
を
挙
げ
る
。

張
君
何
為
者

業
文
三
十
春

尤
工
楽
府
詩

挙
代
少
其
倫

為
詩
意
如
何

六
義
互
錨
陳

風
雅
比
興
外

来
世
田
著
空
文

。

上
可
神
教
化

経
之
済
万
民

下
可
理
情
性

巻
之
善

一
身

。

時
無
一
米
詩
官

そ
の
こ
と
を
元
和
十
年

張
君
は
何
為
る
者
ぞ

文
を
業
と
す
る
こ
と
三
十
春

た
く
み

尤
も
楽
府
の
詩
に
工
な
る
こ
と

代

を

挙

げ

て

其

の

倫

少

し

詩
を
為
る
こ
と
意
如
何

六
義
互
い
に
鋪
陳
し

風
雅
比
興
の
外

未
だ
嘗
て
空
文
を
著
さ
ず

上
は
教
化
を
縛
い

之
を
針
ベ
て
万
民
を
済
う
べ
し

下
は
情
性
を
理
め

之
を
巻
き
て
一
身
を
善
く
す
べ
し

時
に
一
米
詩
の
官
無
く

(
八
一
五
)
ず

」

、
V

A

H

A

V

J

F

E

J
Y
四
一
志
向

W

ト
し
中
j
'



委
棄
如
泥
箆

恐
君
百
歳
後

滅
没
人
不
問

願
蔵
中
秘

古
代
不
浬
論

願
播
内
楽
府

時
得
開
至
尊

委
棄
せ
ら
る
る
こ
と
泥
麗
の
如
し

恐
ら
く
は
君
が
百
歳
の
後

滅
没
し
て
人
の
聞
か
ざ
る
を

願
わ
く
は
中
秘

に
蔵
し
て

願百
わ代
くに
は j盟
内論
楽せ
府ぎ
にら

播?ん
」を
し
て

時
に
至
尊
に
関
ゆ
る
を
得
ん

く

価

し

そ
こ
に
は
六
義
が
も
れ
な
く
備
わ
っ
て
お
り
、
六
義
に
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
な
無
用
な
詩
文

白
居
易
は
張
籍
の
楽
府
を

そ
の
よ
う
な
張
籍
の
楽
府
に
つ
い
て
、
帝
に
対
し
て
は
教
え
さ
と
す
働
き
を
も
っ
て

万
民
を
助
け
て
、

(
「
空
文
」
)
を
記
す
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
ゆ
え
白

人
々
に
と
っ
て
は
心
情
を
整
え
て
振
る
舞
い
を
正
し
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
そ
の
有
用
性
を
説
く
。

居
易
は
采
詩
の
官
が
不
在
で
あ
る
故
に
張
籍
の
詩
が
泥
や
塵
の
よ
う
に
価
値
を
見
出
さ
れ
ず
に
ぞ
ん
ざ
い
に
扱
わ
れ
、

百
年
後
に
は
伝

採
録
さ
れ
て

中
に
演
奏
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
と
い
う
。

わ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
、
楽
府
が
帝
の
耳
に
も
入
る
よ
う
に
、

こ
こ
か
ら
元
和
年
間
に
お
け
る
白

易
の
楽
府
像
が
理
解
で
き
る
。

す
な
わ
ち
楽
府
は
六

を
備
え
て
い
な
く
て
は
な
ら
ず

そ
の

易
は
左
拾

よ
う
な
楽
府
が
中
央
で
帝
の
耳
に
入
り
誠
刺
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
そ
の
有
用
性
が

の
作
成
を
使
命
と
し
た
の
で
あ
る
。

の
立
場
か
ら
『
詩
経
』
に
比
し
た

②
江
州
左
遷
時

ま
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
中
央
に
い
る
白
居

ア
新
楽
府
」

冗
和
年
間
に
お
け
る
劉
再
錫
の
楽
府
へ
の
意
識
(
荒
川
)

一
七
頁
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元
和
六
年
(
八
一

む
寸
め

さ
ら
に
女
金
饗
を
亡
く
す
不
幸
が
続
い
た
。

一
)
、
左
拾
遣
の
任
期
を
終
え
て
京
兆
府
一
戸
曹
参
軍
お
よ
び
翰
林
学
土
を
兼
任
し
て
い
た
白
居
易
に
母
陳
氏
の
死
、

一
元
和
九
年
(
八

一
四
)
に
喪
が
明
け
て
下
部
よ
り
京
師
に
戻
る
も
、

与
え
ら
れ
た
職
は
賛

善
大
夫
と
い
う
閑
職
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
前
節
で
述
べ
た
通
り
、

冗
和
十
年

(
八
一
六
)

八
月
に
越
権
行
為
を
矢
口
め
ら
れ
、

江
州
司
馬

へ
と
左
遷
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

自
居
易
は
こ
の
こ
と
を
自
身
の
菰
諭
詩
に
よ
る
誹
誘
で
あ
る
と
認
め
、

「
何
有
志
於
詩
者
不
利
若
此
之
甚
也
(
何
ぞ
詩
に
志
有
る
者
の

不
利
な
る
こ
と
此
の
若
く
甚
し
き
や
)
」

(
「
与
元
九
書
」
巻
四
十
四
)

と
嘆
く
も
、
自
身
の
詩
を
「
有
志
於
詩
」

a

-

、、、‘、

1
〈

B
LV

E

ν

言寺

l二コ
=と
JlこJ
l_  

の
意
識
は
一
貫
し
て
い
る
口

「
新
楽
府
」

を
含
む

「
菰
諭
」

を
『
詩
経
』
に
比
し
た
詩
作
の
意
図
に
つ
い
て
、
政
友
元
横
に
対
し
て
宛
て
た
文
章
で
あ
る

「
与
元

九

の
中
で
具
に
記
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
詩
に
お
け
る
六
義
に
ま
つ
わ
る
箇
所
を
確
認
す
る
。

泊
周
表
秦
興
、

採
詩
官
廃
。

上
不
以
詩
補
{祭
時
政
、

下
不
以
歌
洩
導
入
情
。

乃
至
於
諮
成
之
風
動
、

救
失
之
道
欠
、

子
時
六
義
始

一
別
矢
口

国
風
変
為
騒
辞
、

五

始
於
蘇
・
李
。
蘇
・
李
騒
人
、
皆
不
遇
者
、

各
繋
其
志
、

発
而
為
文
。
故
河
梁
之
句
、

止
於
傷
別
。

沢
畔
之
吟
、

帰
於
怨
思
。
初
復
抑
欝
、

不
暇
及
他
耳
。
然
去
詩
未
速
、

梗
概
尚
存
。

故
興
離
別
、
'
E
E
E
E
J
'
'
B
a
a
-

‘マ，，、、

目ハ

P
3
T
U

一
一
雄
為
喰
。

調
君
子

小
人
、

則
引
香
草
悪
鳥
為
比
。
錐
義
類
不
具
、

猶
得
風
人
之
什
二
一
二
駕
D

子
時
六
義
始
欠
矢
口
晋
・
宋
巳
還
。
得
者
蓋
寡
。

以
康

楽
之
奥
博
、
多
溺
於
山
水
。

以
淵
明
之
高
古
、

偏
放
於
田
園
。

江
・
飽
之
流
、

7
K
L

行ペ人、、レし。

T

、
/
主
U

↓
h
M
J
E

如
、
梁
鴻
五
晴
之
例
者
、

百
無
一
二
鷲
。

千
時
六
義
寝
微
失
。
陵
夷
至
於
梁
・
陳
問
。

率
不
過
噺
風
雪
、

晴
、
風
雪
花
草
之
物
、
三
百
篇
中
山
一
旦
捨
之
平
。

上
は
詩
を
以
っ
て
時
政
を
補
察
せ
ず
、

弄
花
草
市
巳
。

(
周
衰
え
て
秦
興
る
に
泊
び
、
採
詩
の
官
廃
る
。

下
は
歌
を
以
っ
て
人
情
を
洩
導
せ
ず
。

乃
ち
諮
成
の
風
動
き
、
救
失
の
道
欠
く
に
至
り
、

時
に
子
い
て
六
義
始
め
て
別
ら
る
る
に
至
る
D

国
風
変
じ
て
騒
辞
と
為
り
、

五

一
口
蘇
・
李
に
始
ま
る
。
蘇
・
李

!掻

)¥ 

皆
不
遇
な
る
者
に
し
て

各
お
の
主
(
の
志
を
緊
げ

発
し
て
い
X
を
為
る
。
故
に
河
、
梁
の



句
は
、
傷
別
に
止
ま
り
、

沢
畔
の
吟
は
、
怨
思
に
帰
す
D

初
復
抑
欝
し
て
、

他
耳
に
及
ぶ
椴
あ
ら
ず
。
然
れ
ど
も
詩
を

る
こ
と

未
だ
遠
か
ら
ず
、

梗
概
尚
お

す
。
故
に
離
別
を
興
せ
ば

則
ち
双
亮
一
雁
を
引
け
ば
喰
え
と
為
す
。

君
子
小
人
を
調
せ
ば
、

員1]

ち
香

亜心

羽ハゴブ

わ
ら
ず
と
雄
も
、

猶
お
風
人
の
什
二
三
を
駕
に
得
。

時
に
子
い
て
六
義
始
め
て
欠
く
。

を
引
き
て
比
と
為
す
。

普
・
宋
よ
り
巴
還
、
得
る
者

備

に

回

閣

に

放

に

す

。

し

し
。
康
楽
の
奥
博
を
以
っ
て
す
る
も
、
多
く
は
山
水
に
溺
る
。
淵
明
の
高
十
日
を
以
て
す
る
も
、

江
・
飽
の
流
は

又
此
よ
り
狭
し
。

梁
鴻
五
時
山
の
例
の
如
き
は

百
に

二
無
し
。

時

、
戸
、
一
¥

:

1

 

1

ν

}

(

一ノ

義
寝
く
微
な
り
。
陵
夷
し
て
、
梁
・
陳
の
間
に

れ
ば

ね
風

を
嚇
れ
、
花

を

ぶ
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。
憶
、

風
雪
花

σ〉

物

一
一
一
百
篇
中

に
之
を
捨
て
ん
や
。
)

白
居
易
は

の
六
義
に

円口
1
レ

口=召

経
』
成
立
以
降
秦
に

っ
て
采

σ〉

が
置
か
れ
な
く
な
り

そ
れ
ゆ
え
時
の
経
過
と
と
も

に
六
義
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

川
合
康
三
氏
は
当
該
街
所
を
踏
ま
え
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

過
去
の
名
高
い
文

者
を
挙
げ
な
が
ら
、

い
ず
れ
も
ウ
詩
経
』
と
い
う
規
範
か
ら
遠
、
ざ
か
る
と
し
て
文
学
の
衰
弊
を
嘆
く
。
『
詩

経
』
を
至
高
の
文

と
み
な
し
、

そ
こ
か
ら
の
逸
脱
を
文

の
下
降
と
し
て
と
ら
え
る
の
も
、

従
来
の
文
学
史
観
の
流
れ
に
沿
っ

て
い
る
。

過
去
の

越
し
た
文
学
者
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
一
面
に
優
れ
て
も
『
詩
経
』
に
は
及
ば
な
い
と
し
て
、

文

。〉

準

を

時ニ司

経
』
の
調
諭
性
、

つ
ま
り
社
会
的
効
用
を
有
す
る
か
否
か
に
は
っ
き
り
定
め
て
い
る

i

白
居
易
は
伝
統
的
文
学
史
観
に

づ
き
ウ
詩
経
』
以
降
を
衰
退
と
捉
え
て
い
る
。
有
用
性
の
有
無
と
い
う
点
で
は
六
朝
詩
を
代
表
す

る

「
康
楽
」

訪す

運
)
・
「
淵
明
」

(
陶
淵
明
)
の
詩
さ
え
白

易
に
と
っ
て
は

得
者
蓋

な
の
で
あ
っ
た
。

江
州
左
遷
時
に
お
い
て
白

日
初
は
詩
作
の
主
眼
を
菰
諭

か
ら
閑
適

に
移
し
始
め
る
。

関
適
詩
は
江
州

馬
よ
り
詠
じ
始
め
た
わ

け
で
は
な
く
、

後

「
関
適
」

に
分
類
さ
れ
る
詩
の
中
に
は
江
州
左

以
前
の
京
師
に
い
た
際
に
詠
じ
ら
れ
た

も
あ
る
さ
凸

ま
た
、

中
央

仕

し
て
い
た
際
に
も
関
適
の

識
が
あ
っ
た
こ
と
は

関

f鴬

(
巻
七
)
か
ら
分
か
る
。

全
十
四
句
中
第
五
句
か
ら
八
匂
を

冗
和
年
間
に
お
け
る
劉
高
錫
の
楽
府
へ
の
意
識
(
荒
川

一
九
頁
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挙
げ
る
。憶
為
近

日寺

憶
う
近
臣
為
り
し
時

直
承
明

筆
を
乗
り
て
承
明
に
直
せ
し
を

深
見

日段

春
深
く
し
て

を
見
る
暇
に

日
一
暮
関
此
声

日
一
暮
此
の

を
開
く

こ
こ
か
ら
自
ら
の

場
を
公
と
私
と
で
分
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

す
な
わ
ち
臣
下
と
し
て
仕
え
て
い
る
時
に
は
そ
の
役
職
通
り

果
た
す
べ
き
任
務
を
行
い

時
に
そ
の
時
に
聞
い
た

の
声
に
も
心
を

せ
て
い
た
。

ま
た

関
関
」

(
巻
七
)
の
中
で
、

「
我
心
忘
世
久
、

世
亦
不
我
干
(
我
が
心
世
を
志
る
る
こ
と
久
し
く
、

世
も
亦
た
我
を

さ
ず
ご

と
世
間
と
白
自
身
が
断
絶
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明

し

「
不
如
旦
安
閑
(
旦
く
安
関
す
る
に
如
か
ず
)
」

と
江
州
司
馬
の

場
で
ゆ
っ

/
¥
灼
ノ
ル
」

ら
す
と
表
明
を
す
る
詩
が

関
適
」

ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
ゆ
け
ば
白
居
易
が
対
社
会
と
い
う
公
の

場
と

対
自
己
と
い
う
私
の

し
た
陶
淵
明
に
つ
い
て
も
、 場
と
で
詩
作
の
対
象
を
分
け
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る

2

ひ
と
と
な
り

「
陶
淵
明
の
為
人
を

「
与
一
元
九

の
中
で

「
偏
放
田
園
」

と
批
判

江
州
左
遷
時
に
は

っ
て
旧
宅
を
訪
れ
た

「
訪
陶
公
旧
宅
」

(
巻
七
)
が
あ
り
、

そ
れ
以
前
に

の
喪
に
服
し
て
い
た
下
部
退
居
時
に
も

倣
陶
潜
体
詩
」

(
巻
五
)
を
詠
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
自
居
易
は
詩
に
対
し

て
六
義
に
よ
る
有
用
性
に
関
し
て
は

経
以
降
衰
退
の

途
を
辿
っ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
が
、

そ
れ
は
対
社
会
に
お
け
る
詩
に
お
い

て
で
あ
り
、

対
自
己
に
お
い
て
は
陶
淵
明
を
模
倣
す
る
よ
う
に

定
す
る
よ
う
な
複
眼
的
な
詩
作

識
を
持
っ
て
い
た
。

第

3
節

劉
再
錫
の
楽
府
へ
の
意
識



白
居
易
は
『
詩
経
』
以
降
六
義
を
失
っ
て
い
っ
た
と
い
う
下
降
史
観
の
視
座
を
持
っ
て
い
た
。

だ
が
そ
れ
は
対
社
会
と
い
う
公
の
立

場
に
お
け
る
詩
の
あ
り
方
で
あ
り

対
自
己
と
い
う
私
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
関
適
詩
を
詠
じ
る
よ
う
な
詩
作
意
識
を
持
っ
て
い
た
。

翻
っ
て
劉
福
岡
錫
の
詩
作
意
識
に
つ
い
て
考
察
し
て
ゆ
く
。
劉
百
円
錫
は
風

-
風
俗
を
知
る
と
い
う
側
面
に
特
化
し
て
積
極
的
に
楽
府

を
詠
じ
て
い
た
が
、
劉
は
当
時
詩
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

冗
和
七
年

八

一、、，__/

に
亡
く
な
っ
た
董
低
.g

の
詩
を
編
纂
し
た
際
に
付
し
た
序
文
で
あ
る

「
董
氏
武
陵
集
紀
」

(
巻
十
九
、
集
紀

は
序
と
同
義
)
で
、

劉
百
円
錫
は
詩
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

片

可
以
明
百
意
、

坐
馳
可
以
役
万
景
、

工
於
詩
者
能
之
。

風
雅
体
変
而
興
問
、

古
今
調
殊
而
浬
冥
、

達
於
詩
者
能
之
。

工
生
於

才
、
達
生
於
明
。

二
者
還
相
為
用
、

(
片
言
以
て
百
意
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、 而
後
詩
道
備
ム
矢
口

坐
馳
以
て
万
景
を
役
す
は
、

詩
に
工
な
る
者
之
を
能
く
す
。

風
雅
体
変
ず
れ
も
ど
輿
同

じ
く
し
、

古
今
の
調
殊
な
れ
ど
も
理
冥
な
る
は
、

詩
に
達
す
る
者
之
を
能
く
す
。

工
は
才
よ
り
生
じ
、
逮
は
明
よ
り
生
一
ず
D

一
一
半
台

還
り
て
相
い
用
を
為
し
、

市
る
後
詩
道
備
わ
れ
り
。
)

短
い
句
数
(
「
片
手
一
一
口
」
)
に
よ
っ
て
そ
の
意
味
内
容
を
表
明
し
て
役
職
に
つ
く
こ
と
が
で
き
る
者
、

ま
た
『
詩
経
』
以
来
の
詩
体
を
変

ヨ
討
に
工
な
る
者
」

に
よ
る ま
た
そ
の
メ
ロ
デ
ィ
が
変
化
し
て
も
意
味
深
長
を
失
わ
な
い
者
を
、

と
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ

「
才
」

に
よ
る

化
さ
せ
て
も
興
を
失
う
こ
と
な
く
、

と

「
明
」

「
詩
に
達
す
る
者
」

そ
の
両
側
面
が
相
互
に
関
係
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て

「
詩
道
」

が
確
立
す
る
と
述
べ
る
。

す
な
わ
ち
優
れ
た
詩
の
た
め
に
白
居
易
の
よ
う
な
『
詩
経
』
に
比
す
と
い
っ
た
意
識
は
な
く
、

ま
た

=u 
z寺

経
』
以
降
を
衰
退
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
劉
百
円
錫
は
同
文
章
で
白
居
易
が
公
の
立
場
か
ら
否
定
し
た
六
朝
期
の
詩
を
次
の
よ

う
に
肯
定
す
る
。

元
和
年
間
に
お
け
る
劉
馬
錫
の
楽
府
へ
の
意
識
(
荒
川
)

二
一
育
〈
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自
建
安
距
永
明
巳
還
、
詞
人
比
肩
、
唱
和
相
発
。
有
以
朔
風
零
雨
、
高
視
天
下
、
蝉
喚
鳥
鳴
、
蔚
在
史
策
。

興
。
由
篇
章
以
麟
貴
仕
者
相
腫
市
起
D

(
建
安
よ
り
、
氷
明
に
距
り
て
巳
還
、
詞
人
比
肩
し
、
唱
和
相
い
発
す
口
朔
風
零
雨
を
以
て
、

祭
然
復
興
し
、
篇
章
に
由
り
以
て

国
朝
因
之
、

祭
然
復

天
下
を
高
視
し
、

蝉
喋
鳥
鳴
の
、
蔚

建
安
(
後
漢
末
)

と
し
て
史
策
に
在
る
有
り
。

か
ら
永
明

国
朝
之
に
因
り
、

仕
に
瞬
ぐ
者
相
い
盟
、
ぎ
て
起
つ

。
)

(
詩
人
と
同
義
.
3
)

た
ち
は
お
互
い
に
比
肩
し
て
唱
和
を
し
あ
っ
た
。

(
孫
楚
「
征
西
宮
属
送
於
砂
陽
候
作
詩
」
)
、
「
蝉
喋
」
・
「
鳥
鳴
」
(
王
籍
「
入

若
耶
渓
」
)
と
い
っ
た
優
れ
た
詩
が
生
ま
れ
、
そ
の
詩
に
よ
っ
て
詩
人
は
役
職
に
就
き
、
国
家
に
燦
然
た
る
復
興
を
粛
せ
る
と
い
う
。

「
謝
霊
運
伝
論
」
が
典
故
と
な
っ
て
い
る
三
。
た
だ
し
詩
人
同
士
の
比
一
屑
に
よ
る
唱
和
が
国
家
繁
栄

「
謝
霊
運
伝
論
」
に
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

(
斉
)

に
か
け
て
、

「
詞
人
」

そ

れ
に
よ
っ
て
、

「
朔
風
」

(
壬
讃
「
雑
詩
」)
・「
一等
雨
」

ご
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
三
首
は

を
粛
す
行
為
だ
と
い
う
考
え
方
自
体
は

こ
こ
で
は
そ
れ
を
典
故
と
し
な
が
ら
劉
の
詩
に
対

す
る
独
自
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

劉
百
円
錫
は
六
朝
詩
を
例
え
と
し
て
詩
に
国
家
を
復
興
さ
せ
る
有
用
性
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
中
、

当
世
で
は
中
央
が
詩
を
尊
ば
な
く

な
っ
た
こ
と
同
文
章
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

公
卿
大
夫
、
以
憂
済
為
任
、
不
暇
器
人
於
文
什
之
問
、
故
其
風
寝
息
。
楽
府
協
律
、
不
能
足
新
音
以
度

曲
、
夜
誠
之
職
、
寂
嫡
皆
無
紀
、
則
董
生
之
貧
臥
於
爾
土
也
。

(
兵
興
く
る
よ
り
巳
還
、
武
を
右
び
功
を
尚
ぶ
。
公
卿
大
夫
、
憂
一
済
を
以
て
任
と
為
し
、
文
什
の
問
人
を
器
ぶ
暇
あ
ら
ず
、
故
に

寂
琴
に
し
て
紀
す
無
け
れ
ば
、
則
ち

兵
興
巳
還
、

右
武
尚
功
。

其
の
風
寝
く
息
む
。
楽
府
の
協
律
、
新
音
足
す
能
わ
ざ
れ
ば
以
て
曲
を
度
り
、
夜
銅
山
之
職
、

董
生
の
貧
に
し
て
夜
間
土
に
臥
す
な
り
D

)

「
兵
興
巴
還
」

は
安
史
の
乱

(
七
五
五
)
が
起
こ
っ
て
よ
り
後
を
指
し
、

そ
れ
以
降
武
力
が
尊
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え



公
卿
大
夫
」

の
名
で
代
表
さ
れ
る
中
央
の

職
に
は
詩
人
・
文
人
を
選
び
と
る
よ
う
な
余
裕
が

ま
れ
ず
、
故
に
風
を
備
え
た

が
詠
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
新
た
に
楽
府
を
詠
じ
よ
う
と
し
て
も

「
夜
誠
之
職
」

す
な
わ
ち
采
詩
の
官
が
不
在
で
あ
る
が

た
め
に
楽
府
は
採
録
さ
れ
ず
、
結
果
詩
作
に
秀
で
て
い
た

生」

低
)
は
貧
し
く
し
て
朗
州
の
地
に
骨
を
埋
め
る
こ
と
に
な
っ
た

と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
劉
再
錫
は

作
の
衰
退
を
安
史
の
乱
を
境
に
し
て
中
央
が

人
を
重
視
し
な
い
こ
と
に
あ
る
と
定
め

政
治
に

お
け
る
楽
府
の
重
要
性
を
説
く
。

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
楽
府
を
詠
じ
る
動
機
が
国
{
家
の
繁
栄
の
た
め
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

朗
州
左
遷
時
は
劉
話
円
錫

が
最
も
多
く
楽
府
を
詠
じ
た
時
期
で
あ
る
。
劉
自
身
が
編
纂
し
た
『
劉
百
円
錫
集
』

一
十
六

1

L
ー
レ
し
斗
J
小

一

-

y

'
ル
g

「
楽
府

σコ

で
あ
り
、

そ

こ
か
ら
①
j
④
の
時
期
に
当
て
は
ま
る
楽
府
を
吋
校
注

に
従
い
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
さ
o

① 
万三

。〉

改

円IJ

後

「
白
鷺
行

-
「
馬
山
鬼
行
」
・

准
陰
行
五
首
」
・

路
傍
曲

桃
源
行
」
・
「
題
鴻
吟
」

「②
)1慎朗

i湯州
歌左
」遷

時

{
旦
城
歌
」
・
「
紀
南
歌
」
・
「
泰
娘
歌
」
・
「
団

歌

-
「
視
刀
環
歌
」
・
「
競
渡
曲

-
「
堤
上
行
三

-
「
采
菱
行
」
・

秋
風
引
」
・
「
蛮

歌

洞
庭
秋
月
行
」
・
「
踏
歌

四

」
・
「
龍
陽
県
歌

濡
湘
神

③
京
師
召
還
時

な
し

④ 
連
州、l

選
時

「
荊
州
歌

渡
桂
蛤
歌
」
・
「
水
日
潮
歌
」
・
「
莫
催
歌
」
・
「
挿
田
歌
」

こ
の
こ
と
は
朗
州

遷
時
に
最
も
積
極
的
に
楽
府
を
詠
じ
て
い
た
こ
と
を

付
け
る
。

改
革
に
失
敗
し
た
劉
馬
錫
は
中
央
と
の
対
立

一
冗
和
年
間
に
お
け
る
劉
爵
錫
の
楽
府
へ
の
意
識
(
荒
川
)

頁
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四
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の
意
識
を
持
っ
て
い
た
。
安
史
の
乱
以
武
力
が
尊
ば
れ
詩
の
価
値
が
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
中
で
、

劉
は
詩
の
有
用
性
を
信
じ
る
ゆ
え
に

積
極
的
に
そ
の
土
地
の
風
土
・
風
俗
、

出
来
事
を
楽
府
に
し
て
詠
じ
て
い
っ
た
。

地
方
の
関
職
に
追
い
や
ら
れ
る
中
で
『
漢
書
』
芸
文

士
山
上
の
楽
府
の
義
に
従
っ
て
そ
の
土
地
の
風
土
や
風
俗
、

出
来
事
を
詠
じ
て
中
央
に
不
足
し
て
い
る
楽
府
を
献
上
す
る
こ
と
を
重
視
し

た。

こ
の
詩
作
意
識
は
朗
州
左
遷
時
に
お
け
る
一
種
の
使
命
感
と

一
方
連
州
で
の
役
職
は
刺
史
で
あ
っ
た
。
刺
史
は
閑
職
で
は
な
く
地
方
長
官
と
い
う
政
治
的
立
場
上
遠
州
を
治
め
な
く
て
は
な
ら
な

え
る
。

1
・
凶

Z
口

、わ
V

「
挿
田
歌
」

も
ま
た
中
央
に
献
上
し
た
い
と
い
う
意
識
に
よ
っ
て
詠
じ
ら
れ
た
楽
府
で
あ
る
が
、

そ
の
詩
の
後
半
は

「
上
計

吏
」

の
村
人
に
対
す
る
不
坪
な
態
度
を
詠
じ
て
い
た
。

「
上
計
吏
」
も
ま
た
劉
と
同
じ
く
連
州
を
治
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
い

る
。
劉
は
連
州
の
下
情
を
思
え
ば
こ
そ
、

「
上
計
吏
」

の
態
度
を
-
楓
刺
し
た
楽
府
を
中
央
に
届
け
て
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

「
沓
潮

歌

で
空
間
越
誌
』
に
付
し
た
い
と
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、

連
州
刺
史
の
頃
は
地
方
長

と
し
て
の
責
務
と
し
て
地
方
の
様
子
を
記
録

し
て
伝
え
て
ゆ
く
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
朗
州
左
遷
時
と
連
州
左
遷
時
と
で
は
楽
府
を
詠
じ
方
は
異
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
劉
高
錫
に
と
っ
て
楽
府
が
社
会
に
対

し
て
有
用
で
あ
る
と
い
う
考
え
自
体
は
元
和
年
間
に
お
い
て
通
底
し
て
い
る
。

結

拙
論
で
は
元
和
年
間
に
焦
点
を
当
て
劉
百
円
錫
が
楽
府
へ
ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、

白
居
易
「
新
楽
府
」
等
の

詩
文
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
察
し
て
き
た
。
劉
白
が
両
者
と
も
に
積
極
的
に
楽
府
を
詠
じ
始
め
た
動
機
は
、

采
詩
の
官
が
不
在



で
あ
る
ゆ
え
に
詩
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
政
治
状
況
に
あ
っ
た
。

そ
こ
で
彼
ら
は
楽
府
を
制
作
し
て
、

中
央
に
楽
府
を
お
ぎ
な
お
う
と
し

始
め
る
。

た
だ
し
彼
ら
は
楽
府
の
機
能
の
拠
り
所
を
異
に
し
た
口

自
居
易
は
『
詩
経
』

の
六
義
に
求
め
、

劉
高
錫
は
『
漢
書
』
芸
文
志

の
風
土
・
風
俗
を
詠
じ
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
土
地
の
あ
り
ょ
う
知
ら
せ
る
点
に
求
め
た
。

ま
た
自
居
易
が

『
詩
経
』
以
降
を
詩

の
衰
退
の
歴
史
と
捉
え
て
い
た
の
に
対
し
、
劉
再
錫
は
安
史
の
乱
の
結
果
と
し
て
詩
が
軽
視
さ
れ
始
め
た
と
す
る
。
劉
は
そ
れ
ゆ
え
に

六
朝
詩
同
様
に
詩
に
よ
る
国
家
の

「
燦
然
復
興
」

を
粛
す
べ
く
地
域
の
風
土
・
風
俗
を
積
極
的
に
詠
じ
始
め
た
D

こ
の
よ
う
な
意
識
が

朗
州
左
遷
時
よ
り
前
か
ら
あ
っ
た
こ
と
は
、

貞
元
年
間
よ
り
中
央
の
た
め
に
楽
府
を
詠
じ
よ
う
と
す
る
意
識
を
抱
く
中
で
准
陰
の
様
子

を
詠
じ
た

「
准
陰
行
五
首
」
、
が

「
長
干
行
」

を
想
起
し
て
詠
じ
ら
れ
た
詩
で
あ
る
こ
と
が
傍
証
す
る
。

劉
百
円
錫
は
連
州
左
遷
時
よ
り
刺
史
に
就
き
地
方
官
と
し
て
着
実
に
政
治
の
一
翼
を
担
っ
て
ゆ
く
。

こ
の
時
期
朗
州
左
遷
時
よ
り
も
楽

府
の
数
が
減
少
し
た
の
は
、

連
州
左
遷
時
の
期
間
が
朗
州
左
遷
時
よ
り
も
短
い
こ
と
も
あ
る
が
、
朗
州
司
馬
の
中
央
と
の
対
立
意
識
を

的
く
中
で
使
命
と
し
て
楽
府
を
詠
じ
た
頃
か
ら
、

地
方
官
と
し
て
の
職
務
と
し
て
の
楽
府
を
詠
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。

貞
元
年
聞
か
ら
連
州
左
遷
時
ま
で
、
立
場
を
異
に
し
て
も
楽
府
の
対
社
会
の
有
用
性
を
信
じ
て
い
る
点
に
こ
そ
彼
の
詩
作
意
識
の
真
意

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

J
斎
藤
茂
「
劉
百
円
錫
論

楽
府
詩
に
つ
い
て
」

(
『
唐
宋
詩
文
論
叢
l
i

天
砲
奇
芥
を
吐
く
』
所
収

研
文
出
版
、

二
O
一
八
年

?
1
1
'
'
 

1

/

 

，A
J

l々

出
「
劉
百
内
錫
の
楽
府
詩
に
つ
い
て
」

(
『
中
国
詩
文
論
叢
』
七
号
、

一
九
八
八
年
)
)
参
照
。

引
用
箇
所
は
六
十
一
頁
。

ま
た
こ
の
よ
う

に
劉
属
錫
が
外
の
風
土
、

風
俗
を
積
極
的
に
詠
ず
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

好
川
総
「
劉
高
錫
の
異
文
化
認
識
」

(
円
日
本
中
国
学
会
報
』

第
六
十
二
集
、

必
一
一
一
江
が
具
体
的
に
ど
の
川
を
指
す
か
に
つ
い
て
は
不
明
確
で
あ
る
。

二

O
一
O
年
)

に
よ
っ
て
一
層
鮮
明
に
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
『
校
注
』

0) 

「
長
江
下
貯
水
系
」

(
十
八
頁
)
に
従
う
。

元
和
年
間
に
お
け
る
劉
高
錫
の
楽
府

へ
の
意
識
(
荒
川
)

五
頁
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頁

持

ω
長
干
は
、

張
敦
顕
『
六
朝
事
誠
一
編
類
』
巻
十

寺
院
門

「
長
干
寺
」

T

」

、

「
長
干
是
株
陵
東
里
巷
名
、

江
東
謂
山
際
之
問
臼
千
(
長

干
は
是
れ
株
陵
〔
金
陵
〕
東
里
の
巷
の
名
な
り
、

る。

江
東
山
慌
の
間
謂
い
う
に
干
と
臼
う
ご

(
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
五
年
)
と
あ

持

品

菱
舟
不
伯
揺
。
妾
家
揚
子
住
、
便
弄
広
陵
潮
(
逆
浪
は
故
よ
り
相
選
う
、

め
ば
、
使
ち
弄
ぶ
広
陵
の
潮
)
」
(
郭
茂
情
『
楽
府
詩
集
』
巻
七
十
二
、
中
華
書
局
、

逆
浪
故
相
濯
、

菱
舟
は
揺
を
恰
れ
ず
。
妾
家
揚
子
に
住

一
九
七
九
年
)
。

ぷ
吋
漢
書
』
巻
三
十
芸
文
士
山
・
六
芸
略
に
、
「
輩
出
回
、
詩
ニ一一口
志
、
歌
詠
言
。
故
哀
楽
之
心
感
、
而
歌
詠
之
声
発
。
諮
其
言
謂
之
詩
、

一詠

主
ハ
声
謂
之
寄
。
故
古
有
采
詩
之
官
、
王
者
所
以
観
風
俗
、
知
得
失
、
自
考
正
也
。
孔
子
純
取
周
詩
、
上
采
段
、
下
取
魯
。
凡
三
百
五
篇

(
書
に
日
く
、
詩
は
志
を
言
い
、
歌
は
言
を
一
一
諒
く
す
、
と
。
故
に
哀
楽
の
心
感
じ
て
、
歌
一
一
誌
の
声
発
す
。
其
の
一
一
一
一
口
を
請
す
る
之
を
詩
と

謂
い
、
其
の
声
を
一
一
諒
く
す
る
之
を
歌
と
謂
う
。
故
に
古
采
詩
の
官
有
り
、
王
者
の
風
俗
を
観
、
得
失
を
知
り
、
自
り
て
考
正
す
る
所
以

孔
子
純
ら
周
詩
を
取
り
、
上
は
肢
を
采
り
、
下
は
魯
を
取
る
。
凡
そ
一
二
百
五
篇
〉」

な
り
D

(
中
華
書
局
、

一
九
六
二
年
)
と
あ
る
。

ぷ
劉
高
錫
の
寓
言
詩
に
よ
る
瓢
論
に
つ
い
て
は
、
赤
井
益
久

唐
詩
壇
の
研
究
』
創
文
社
、
二

O
O
四
年
所
収
)
・
松
本
肇
「
劉
百
円
錫
の
寓
言
詩
」

所
収
)
を
参
照
。

「
劉
高
錫
の
諦
遷
と
文
学
!
朗
州
司
馬
の
寓
言
文
学
を
中
心
に
|
(
『
中

(
『
唐
代
文
学
の
視
点
』
研
文
出
版
、

二

O
O
六
年

コ
赤
井
益
久

「
劉
百
円
錫
の
賦
に
つ
い
て
」

(
『
中
唐
詩
壇
の
研
究
』
創
文
社
、

二

O
O
四
年
所
収
)
、

一一一六

頁。

議
『
校
注
』

三
十
九
頁
、

「
百
舌
吟
」

へ
の
注
。

ぷ
『
旧
麿
者
一
一田
』
巻
一
六

O
劉
百
円
錫
伝
に
、

「
元
和
十
年
、
自
武
俊
石
還
。
宰
相
復
欲
置
之
郎
署
、
時
再
錫
作
遊
玄
都
観
詠
看
花
君
子
詩
。

語
磯
刺
、
執
政
不
悦
、
復
出
為
播
州
刺
史
(
元
和
十
年
、
武
陵
よ
り
召
還
せ
ら
る
。
宰
相
復
た
之
を
郎
向
者
に
置
か
ん
と
欲
す
る
も
、
時

に
百
円
錫
玄
都
観
に
遊
び
花
を
看
る
君
子
を
詠
ず
る
詩
を
作
る
。
語
は
議
刺
に
渉
り
、
執
政
悦
ば
ず
、
復
た
出
だ
さ
れ
て
播
州
刺
史
と



為
る

(
中
華
書
局
、

一
九
七
五
年
)
と
あ
る
。

な
お
劉
は
播
州
刺
史
を
拝
命
し
た
直
後
、

量
移
を
受
け
て
連
州
刺
史
と
な
る
。

J
C
『十一
一一
経
注
疏

2
詩
経
』

(
芸
文
印
書
館
、

一
九
七
六

年、

六
版
)
十
六
頁

十
一
葉
ウ
ラ
八
j
十
行
目
。

J
H
拙
稿
に
て
、

白
居
易
の
経
緯
に
つ
い
て
は
花
房
英
樹

『
白
居
易
研
究
』

(
世
界
思
想
社
、

一
九
七
一
年
)
を
参
照
し
た
。

Jω
劉
福
岡
錫
、
が
寓
ニ
一
一
口
詩
を
詠
じ
る
際
に
儒
教
経
典
を
典
故
と
し
て
使
用
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
拙
稿

「
朗
州
左
遷
時
に
お
け
る
劉

百
円
錫
の
詩
作
意
識
に
つ
い
て
」

(
『
中
唐
文
学
会
報
』

二
十
八
号、

二

O
一
七
年
)
を
参
照
。

J
∞
②
朗
州
左
遷
時
お
よ
び
③
京
師
召
還
時
の
詩
作
意
識
に
つ
い
て
は
注
目
N

前
掲
拙
稿

「
朗
一
州
左
遷
時
に
お
け
る
劉
百
円
錫
の
詩
作
識
に

つ
い
て
」

(
前
稿
)
に
お
い
て
言
及
し
て
い
る
こ
と
を
明
記
す
る
。

前
稿
の
限
目
は
、

先
行
研
究
上
見
え
る
朗
州
左
遷
時
の
劉
高
錫
の
政

治
性
を
含
む
孤
諭
詩
と
朗
州
の
風
土
・
風
俗
を
積
極
的
に
詠
じ
る
詩
作
意
識
の
二
面
性
が

『
漢
書
』
芸
文
志
を
拠
り
所
と
す
る
と
い
う

点
に
収
飲
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
点
に
あ
り
、

本
拙
論
は
前
稿
明
ら
か
に
し
た
そ
の
点
を
踏
ま
え
て

劉
再
錫
が
重
視
し
て
い

た
楽
府
へ
の
意
識
を
閤
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
劉
高
錫
の
連
州
左
遷
時
ま
で
の
楽
府
に
つ
い
て
そ
の
経
緯
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
再
度
考
察
す
る
。

J
h肝
『
漢
書
』
地
理
志
下
に
、

諸
賦
を
作
る
に
自
ら
傷
悼
す
る
を
以
て
す
ご

「
始
楚
賢
臣
屈
原
被
議
放
流
、
作
離
騒
諸
賦
以
自
傷
悼
(
始
め
楚
の
賢
臣
屈
原
議
ぜ
ら
れ
放
流
し
、
離
騒

と
あ
る
。
注
口
前
掲
拙
稿
三
十
頁
の
注
N
A

参
照
。

Jω
劉
百
円
錫
が
朗
州
左
遷
時
に
お
い
て

『
漢
書
』
芸
文
士
山
を
拠
り
所
に
古
体
詩
・
楽
府
を
詠
じ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
注
目
N

前
掲
拙

稿
を
参
照
。

J
。
注
目
ω
参
照
。

持
]
斗
「
元
和
甲
午
歳
詔
主
問
尽
徴
江
湘
逐
客
余
白
武
陵
赴
京
宿
於
都
亭
有
懐
続
来
諸
君
子
」

(
巻
二
十
四
)
・
「
元
和
十
年
自
郎
州
承
召
至
京
戯
贈
看
花
諸
君
子
」

達」

(
巻
二
十
四
)
・
「
傷
独
孤
舎
人
」

(
巻
二
十
四
)
・
「
徴
還
京
師
見
旧
番
源
開
叔

(
巻
三
十
)
・

「
酬
楊
侍
郎
懲

一
冗
和
年
間
に
お
け
る
劉
再
錫
の
楽
府
へ
の
意
識
(
荒
川
)

二
七
頁



筑
波
中
国
文
化
論
叢

第

三
十
七
号

0 

八

八

頁

見
寄
二
首
」

(
外
集
巻
五
)
。

d
中

H

∞
「
上
計
吏
」

は
地
域
ご
と
に
充
て
ら
れ
る
会
計
を
担
当
す
る
役
人
で
あ
り
、
新
年
に

一
度
、

皇
帝
に
上
奏
・
-
謁
見
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

-
ゃ
F

一
J

宇
/
中
/
、

lL

「
上
計
吏」

と
い
う
役
職
は
唐
代
に
は
存
在
い
な
い
。

「
上
計
吏
」

は
漢
代
以
降
年
月
を
経
て
形
を
変
え
て
ゆ
き
唐
代

こ
こ
で
は
唐
代
の

と
し
て
残
っ
て
い
る
(
曽
我
部
静
雄
「
上
計
吏
と
朝
集
使
」

に
当
た
る
役
職
を
過
去
の
呼
び
名
を
踏
襲
し
て
称
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

(
叫
国
士
舘
大

人
文
学
会
紀
要
』
、

Eコ
下デ

で
は

「
朝
集
使
」
・
「
計
帳
使
」

一
九
七

O
年
)
参
照
)
。

「
上
計
吏
」

J
C
『
惰
書
』
巻
三
十
三
経
籍
志
(
中
華
書
局
、

一
九
七
三
年
)
。

ぷ
C

『
宋
童
こ
巻
八
十

二
周
期

・
沈
懐
文
附
伝
(
中
華
書
局
、

一
九
七
四
年
)
。

ぷ
}
'
日
居
易
が
左
拾
遺
の
就
任
を
契
機
と

L
て
風
諭
詩
を
詠
じ
始
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

静
永
健

「序
説

「
風
諭
詩
」

概
説
」

(
『
白
居
易
「
風
諭
詩
」

の
研
究
』
所
収
、

勉
誠
出
版
、

二

O
O
O
年
)
を
参
照
。

ぷ
ω
高
木
正

一

『
白
居
易
上
』

(
中
国
詩
人
選
集
足
、
岩
波
書
居
、

一
九
五
八
年
て
二
七
頁
。

ぷ
ω
川
合
康
一二
『
白
楽
天
i

官
と
隠
の
は
ざ
ま
で
』
(
岩
波
新
書
、

二

O
一
O
年
)
一
三
九
頁
。

dAF
例
え
ば

「
常
楽
里
関
居
偶
題
十
六
韻
兼
寄
劉
十
五
公
輿
・
王
十

一
起
・
呂
二
夫
・
呂
四
頴
・
径
十
八
玄
亮
・
元
九
横
・
劉
三
十
二

敦
質
・
張
十
五
仲
方
時
為
校
書
郎
」

詩
(
巻
五
)
。

ぷ
印
J

日
居
易
研
究
で
は
こ
れ
ら
の
意
識
は

「
兼
済
」

と

「
独
善
」

と
表
記
さ
れ
る
が
、
拙
稿
で
は
劉
高
錫
の
見
地
と
の
照
合
の
た
め
、

臼
居
易
の
概
念
を
表
す
「
兼
済
」

面
に
よ
っ
て
区
別
し
た
。

と

「
独
善
」

と
い
う
タ

l
ム
は
使
用
せ
ず
、

対
社
会
の
公
の
立
場
と
対
自
己
の
私
の
立
場
と
い
う
側

ぷ
∞
劉
馬
錫
「
故
荊
州
南
節
度
推
官
董
府
君
墓
誌
」

(
外
集
巻
十
)
参
照
。

ぷ
、
吋
劉
一
山
内
錫
が
六
朝
期
の
詩
を

「詞」

と
も
表
記
す
る
こ
と
は

「
荊
門
道
懐
古
」

(
巻
二
十
四
)
に
お
い
て
艇
信
を

「
徒
使
詞
臣
庚
開
府
、



成
陽
終
日
苦
思
帰
(
徒
ら
に
詞
臣
興
開
府
を
し
て
、

成
陽
終
日

だ
帰
る
を
思
わ
し
む
ご
、

ま
た

金
陵
五
題
」

一
十
四
)
連
作

首
の
第
五

「
江
令
宅
」

に
お
い
て
江
総
を

「
南
朝
詞
臣
北
朝
客
(
南
朝
の
詞

北
朝
の
客
)
」

と
述
べ
て
い
る
点
か
ら
分
か
る
。

ぷ
∞
「
至
於
先
士
茂
製
、

調

歴

建
函
京
之
作
、
仲

覇

之
付
属
、

荊
一
容
雨
之
輩
、

正
長
朔
風
之
旬
、

並

胸
情
、

K
L
i
h
L了
J

ゴ
グ
必

υ

詩
史
。

正
以

律
調
韻
、

取
高
前
式
口

先

の
茂
製

調
高
く
歴
賞
せ
ら
る
る
に

り
て
、

子
建
の
函
京
の
作
、
仲

の
繭
二
一
汗
の
儲
刷
、

子
荊

雨
の

正
長
の
朔
風
の
句
は

並
び
に

だ
胸
情
を

ぐ
る
の
み
に
し
て

詩
史
に
傍
う
に
あ
ら
ず
。

に
音
律
を
以
て
韻

を
調
え
、
高
を
前
式
に
取
る
。
)
」

/""、、

=召
pムー

オく

』
券
六
十
七
謝

運
伝
)
。

ぷ
∞
た
だ
し
全
て
の
楽
府
が
巻
二
十
六

1
一
十
七
に
収
録
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
例
え
ば
先
述
の

「
衆
蚊
一
議
」

や

「
有
瀬
吟
」

シ」

い
っ
た
寓

の
類
は
巻

十
一
に
収
録
さ
れ
る
。

よ
C

例
え
ば
連
州
に
て
職
務
の
一

っ
と
し
て

地
を
整
備
す
る
様
子
が

劉
百
円
錫

1毎
π臼
}拐

一
一
諒
」
井
引
(
外
集
巻
八
)
の
引
に

「
後
之
人

或
立

J樹

無
指
名
。

及
余
市
大
備
。
毎
疏
繋
構

必
端
称
以
標
之
(
後
の
人
或
る
ひ
と

-
樹
を
立
つ
れ
ど
も
、

ね
名
を
指

す
無
し
。
余
に
及
び
て
大
い
に
備
わ
れ
り
。
疏
繋
構

す
る
毎
に

必
ず
称
を
端
り
以
て
之
を
標
す
。
)

と
記
さ
れ
て
い
る
所
よ
り

分
か
る
。

(
筑
波
大

大

院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
)

元
和
年
間
に
お
け
る
劉
高
錫
の
楽
府
へ
の
意
識
(
荒
川

二
九
一
員
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